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 目黒会 令和元年度(2019 年度) 首都圏総支部役員会(第五回)議事録  

2020 年 1 月 11 日 

       確認: 竹田、書記:渡辺(和) 

１．日時 2020 年 1 月 11 日(土)15:00～17:20 

２．場所  ホテルコンチネンタル府中 住所 東京都府中市府中町 1-5-1  Tel. 042-333-7111 

      会議 新館 2 階『わかくさの間』(プロジェクターあり) 

 (新年会 17:30～本館 1 階『レストラン Filly』) 

３．出席 敬称略、 ( )内欠席 

総支部長  竹田 智彦 

副総支部長 水戸 和幸  宮澤 信一郎 細井 淳司(会議のみ) 山崎 成  

幹事    (冨澤 一郎) 小出 昌寿 (杉山 光裕) 江尻  貞明 篠原 力[会議のみ] (岩本 茂子) 

渡辺 和典 (西野 幸博) 来住 直人 (渡辺 一夫) (岡村 衡) 

顧問     今井  高介 傘 義冬 

北部地区分会幹事 増田 悦夫[会議途中より参加 ]     以上 会議 13 名 新年会 11 名  

４．議題     (   )内提案進行の担当 

   ①秋の交流会、北部地区分会総会報告(山崎さん) 

   ②会計報告(中間) (小出さん) 

      ③支部旗について(竹田) 

   ④2020 年度の活動計画(第１回)(全体：竹田) 

        ・ボウリング大会構想(山崎さん) 

    ・北部地区分会構想(山崎さん、宮澤さん) 

   ⑤桜を見る会企画(杉山さん、西野さん=>お二人とも主担当幹事はご辞退の意向 ) 

   ⑥今後の日程 (竹田) 

   ⑦その他 写真撮影 

 

４．１ 秋の交流会、北部地区分会総会報告 (山崎さん) 

秋の交流会、北部地区分会総会について報告と振り返りを実施した。 

１）出席者  13 名 ※下線部の方が分会としての出席者 (6 名) 

  首都圏総支部役員：竹田智彦（埼玉県）、山崎成、岩本茂子、傘義冬、細井淳司（埼玉県）、 

  群馬県     ： 有田秀顕(80T 卒) 

  北陸支部    ： 飯野吉政支部長 

  東海支部    ： 水野良之支部長 

  長野支部    ： 吉川紘、坪田秀彦、赤羽馨、波多腰栄一、今井高介   

２）北部地区分会 新役員 

   分 会 長： 山崎 成 

副分会長： 宮澤 信一郎 

幹  事： 細井 淳司(会計担当)、冨澤 一郎、増田 悦夫 

顧  問： 傘 義冬、竹田 智彦、今井 高介 

【活動を振り返って】 

①北部地区分会総会・秋の交流会報告書は目黒会 HP の長野支部のところに掲載済み 

首都圏総支部としての支援金は秋の交流会でなく、北部地区分会総会として申請とする。 
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②今回群馬県在住会員 306 名に案内を郵送したが、県をまたぐと参加しづらい。次回は会場を群馬にして

みてはどうか。 

③北部地区分会総会の議事録 2019/11/21 版（最終版）をアップしていただく（水戸さん 1/12 済み） 

 

４．２ 会計報告(中間) (小出さん) 

 
 

 
 

No. 項目 収入 支出 残高 備考

1 前期繰越金 235,398 0 235,398

2 総会・他支部との交流 0 33,000 202,398 講演会1万円、演奏2万円、その他コピー代3,000円

3
北部地区分会総会&
秋の交流会

100,000 130,000 172,398
2019/10開催予定、
会費10人×1万円、支出:講演謝礼他3万円

4 桜を見る会 60,000 80,000 152,398 20人×3千円 、講演費用等

5 目黒会支部支援金 120,000 0 272,398 目黒会本部の支援金制度による

6 雑収入 500 0 272,898 前年度実績

7 役員会 0 5,000 267,898 役員会資料コピー代等

8 交通費補助 60,000 207,898 役員会参加者への交通費補助

9 受取利息 0 0 207,898 前年度実績

10 合計 515,898 308,000 207,898

期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日(単位：円)首都圏総支部収支予算計画

■令和元年度会計報告（2019/10/9時点）

（単位：円）

No. 項目 収入 支出 残高 備考

1 前期繰越金 235,398 235,398

2 総会・他支部との交流 30,000 38,868 226,530

収入 助成金  30,000円
支出 講演謝礼10,000円、演奏謝礼20,000円、
     コピー代 6,080円、
　　 総会準備作業昼食代 2,788円

3
北部地区分会総会&
秋の交流会

164,000 168,988 221,542

10/5,6実施
収入 会費　　　　　　　　　　160,000円、
　　 松茸会席他残金寄付 　　　 4,000円
支出 宿泊代　　　　　　　　　161,590円、
　　 酒、おつまみ代　　　　　　7,398円
＊長野支部 今井高介様より酒等の差し入れを
頂きました。

4 桜を見る会 221,542

5 目黒会支部支援金 221,542 目黒会本部の支援金制度による

6 雑収入 2,689 224,231

4/27 役員会後懇親会残金寄付　　　　100円
7/14 総会･他支部との交流後
　　 懇親会残金寄付　　　　　　　1,589円
7/14 総会･他支部との交流後
　　 懇親会寄付                  1,000円

7 役員会 1,380 222,851
役員会資料コピー代等
4/27 600円、6/29 780円

8 交通費補助 222,851 役員会参加者への交通費補助

9 受取利息 1 222,852 8/10　　      　　　　　　　　　　　 1円

役員会後懇親会補助 6,217 216,635 9/21 役員会後懇親会補助　　　　　6,217円

10 合計 432,088 215,453 216,635 2019.10.9残高と一致

期間：平成31年４月１日～令和２年３月31日
首都圏総支部収支



3 
 

 

・支部活動支援金(抜粋) 

 ①支部総会及びそれに連動した懇親会の支援金  40 人～   50,000 円、 50 人～   60,000 円 

 ②支部分会活動の支援金(分会員 6 人以上)  1 回/年   20,000 円、 2 回/年    40,000 円 

 ③支部役員会活動の支援金(支部役員 5 人以上) 1～2 回/年 10,000 円、 3 回以上/年 20,000 円 

 ④年間の支部活動回数(会員 8 人以上)      1 回/年    20,000 円、 2 回/年     30,000 円、 

3 回以上/年 40,000 円 

【審議内容】 

①資料に基づき、10/9 までの実績、今後の見通しが報告され、実績については銀行預金口座残高と合致し

ていることを確認した。 

②支部支援金の対象者リストは卒年ベースになっているが、首都圏総支部の参加者名簿は入学年度になって

いるので卒年を調べるのは困難。=>卒年のわかるところは卒年、不明のところは[入学年度]を記入し、本

部事務局に調べて頂く。 

③会計担当だけでまとめていくことはたいへんなので、担当を決めて各活動ごとにクローズしてもらうよう

にしたい。 

■令和元年度会計報告【収支見込】（2020/1/11現在）

（単位：円）

No. 項目 収入 支出 残高 区分 備考

1 前期繰越金 235,398 235,398

2 総会・他支部との交流 30,000 38,868 226,530 実績

収入 助成金  30,000円
支出 講演謝礼10,000円、演奏謝礼20,000円、
     コピー代 6,080円、
　　 総会準備作業昼食代 2,788円

3
北部地区分会総会&
秋の交流会

164,000 168,988 221,542 実績

10/5,6実施
収入 会費　　　　　　　　　　160,000円、
　　 松茸会席他残金寄付 　　　 4,000円
支出 宿泊代　　　　　　　　　161,590円、
　　 酒、おつまみ代　　　　　　7,398円
＊長野支部 今井高介様より酒等の差し入れを
頂きました。

4 桜を見る会 60,000 80,000 201,542 予算 3千円×20人 、講演費用等

5 目黒会支部支援金 120,000 321,542 予算 目黒会本部の支援金制度による

6 雑収入 2,689 324,231 実績

4/27 役員会後懇親会残金寄付　　　　100円
7/14 総会･他支部との交流後
　　 懇親会残金寄付　　　　　　　1,589円
7/14 総会･他支部との交流後
　　 懇親会寄付                  1,000円

7 役員会① 1,380 322,851 実績
役員会資料コピー代等
4/27 600円、6/29 780円

7 役員会② 5,000 317,851 概算
役員会資料コピー代等
1/11 プロジェクター使用料 3,000円
　　 コピー代　　　　　 　2,000円

8 交通費補助 60,000 257,851 予算 役員会参加者への交通費補助

9 受取利息 1 257,852 実績 8/10　　      　　　　　　　　　　　 1円

会費納入還付金 2,000 259,852 予定 500円×4人

役員会後懇親会補助① 6,217 253,635 実績 9/21 役員会後懇親会補助　　　　　6,217円

役員会後懇親会補助② 5,000 248,635 概算 1/11 役員会後懇親会補助

10 合計 614,088 365,453 248,635

首都圏総支部収支
期間：平成31年４月１日～令和２年３月31日
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４．３ 支部旗について(竹田) 

 ・本部旗デザイン決定済み(リサージュマー

ク、コミュニケーションマーク入り) 

 

 ・本部旗に倣って今年度中に支部旗デザイン

決定(現在のところ、制作希望は首都圏総

支部のみ) 

  制作費用は各支部負担 

 

 

【審議内容】 

①右側の下部の〇〇支部と入れる形を想定している。来期の予算を立てるときに具体的な予算を入れる。 

②横断幕の作成については大学のコミュニケーションマーク（UEC Tokyo）やリサージュマークを使うな

ら申請が必要だが、これらが含まれないなら支部ごとの判断とされている。 

コミュニケーションマークは大学としてはどんどん使ってもらうことを推奨しているが、リサージュマー

クは厳格な取り決めがある。 

=>結論 : 首都圏総支部としては今回は支部旗のみ来年度予算で制作することとし、横断幕は制作しない

こととする。 

 

４．４ 2020 年度の活動計画(第１回)(全体：竹田) 

 2019 年度の活動状況について整理し、2020 年度の活動について第一回の議論を行った。 

4.4.1 2019 年度活動状況 

No. 活動項目 開催日 備 考 参加者数 

１ 首都圏総支部総会 7 月 15 日(月)10:00-11:45 電気通信大学 100 余名(首都圏 52 名) 

２ 北部地区分会総会 

&秋の交流会 

10 月 5 日(土)、6 日(日) 長野支部主催の秋

の交流会に合流し

て開催 

13 名(首都圏北部地区 

分会 6 名) 

３ 母校の桜を見る会 2020 年 3 月下旬～4 月上旬 会計上は次年度扱

い 

前年度第 10 回は 3/30 

懇親会参加者 17 名 

４ 役員会 2019 年 

①3 月 30 日(土)②4 月 27 日(土) 

③6 月 29 日(土)④9 月 21 日(土) 

2020 年 

⑤1 月 11 日(土) 

  

①14 名  ②13 名 

③11 名  ④10 名 

 

⑤12 名 

 

4.4.2 2020 年度に向けて  

（１）とりまく環境と首都圏総支部の特徴的現状 

①取り巻く環境 

プラス面(機会) マイナス面(脅威、リスク) 

・UEC の評判上昇、100 周年で脚光 

・3 大学連携(東京農工大、東京外語大) 

・少子化 

・高齢化(役員含め) 
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プラス面(機会) マイナス面(脅威、リスク) 

  ※2 月に同窓会が開かれる 

・AI ,IoT, 5G, ロボ=先端技術 

・2020 年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ、ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ 

・定年延長(活動可能時間減少) 

・個人情報保護強化(会員状況把握の障壁) 

※個人情報の授受、連絡先が変わった場合のトレ

ースができない。 

 

②首都圏総支部の特徴的現状 

ストロングポイント ウィークポイント 

・会員数最大支部(正会員の 66%) 

・各県が他の支部の規模以上 

・女性比率増加中 

・留学生多い 

・大学、本部の所在地(教職、現役学生がいる) 

・グループ会の中心地域 

・交通の便が良い(東京、神奈川、千葉北部、埼玉南部) 

・企業が集中 

 

・正会員 5700 余名の巨大組織 

・東京、神奈川に集中 

・30 歳過ぎから正会員減(目黒会全体) 

・管轄地域が広大(群馬、栃木、茨城、新潟、山梨、

千葉南部、埼玉北部からの参加少ない) 

・会員の多くが現役時代技術者で多忙 

・資金力はあまりない(支援金/正会員数) 

 

 

（２）活動活性化に向けて目指したいこと 

①分会活動の推進：都心での活動に参加しにくい地域での活動展開、北部地区分会の活動定着化 

  (そのためのネットワークづくり、幹部人財の育成) 

②現役学生層とそれに続く若・中年層の様々なネットワークを醸成・強化・活用：連帯感ととともに目黒会

としてのメリットが感じられる活動を目指したい 

(各支部に同窓生を送り出す支部としての役割を認識=>本部の仕事?) 

③家族ぐるみ、友人知人も参加できる暖かくオープンな活動 

 

【審議内容】 

今後の活動、活性化についてフリートークを実施した。 

 ストロングポイント：女性比率が増加中ということは、役員の女性比率を増やす土壌はあるはず。ホ

ームカミングデーとは別に総会,UEC Woman を開催した方がよいかも 

 まずは役員を増やすことから始めたい。 

 ホームカミングデー/オープンキャンパスは 2020/7/19（日）の予定。首都圏総支部総会も 7 月 19 日

に開催する。 

 30 歳過ぎから正会員減を食い止めるためには、卒業後１０年の間に目黒会会員を継続する意識を持

ってもらうための施策を考えないといけない。 

 学生のころから目黒会に目を向けてもらうために留学の渡航費用支援や、サークル支援などは２年ぐ

らい前から始めている。 

 個人情報の取り扱いの事情、企業側は出身大学情報を開示してもらえないので集まりづらく、大学側

も情報は出せないという状況。出身高校経由でつながりを広げることができるかも。 

 北部地区分会の中で各県別に順番に活動を展開し参加された方を核に各県別の分会を作っていくよ

うにしたい。2020 年は群馬県に重点を置く。 
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(参考) 

 

（３）活動計画(構想) 

活動計画について第 1 回検討を行い以下を決定した。 

①首都圏総支部総会は 7 月 19 日(日)のホームカミングデー/オープンキャンパスと同日に開催する。 

②北部地区分会総会は 6 月 13 日(土)もしくは 7 月 11 日(土)に群馬県内で開催する。 

③従来実施していた母校の桜を見る会は春の交流会と改めて 3 月 28 日(土)に実施する。目黒会本部と共催

のボウリング大会(候補 府中 ROUND1)を行った後、大学に移動して懇親会を行う。懇親会の中では東

海支部水野支部長に来て頂き中国茶セミナー(仮題)を実施する。 

④秋の交流会に関しては、次回検討する。 

⑤役員会の日程を確認した。 

No. 活動項目 開催日/場所 アイディア 備 考 

１ 首都圏総支部総会 7 月 19 日(日)  

電気通信大学 

ホームカミングデーと同日に開

催する。 

 

２ 北部地区分会総会 6月13日(土)-14日(日) or 

7 月 11 日(土)-12 日(日) 

群馬県内 7/11(土)-12(日)

に決定 

３ 春の交流会 3 月 28 日（土） ボウリング大会(今回初)=>大学

に移動して懇親会(中国茶) 

会 計 上 は 次 年

度扱い 

４ ボウリング大会 春の交流会にて行う 上記 今回初 

5 秋の交流会 次回役員会で検討 

 

  

6 役員会 ①2 月 29 日(土)or3/7 

②4 月 25 日(土) 

③6 月 27 日(土) 

④9 月 19 日(土) 

⑤11 月 28 日(土) 

⑥1 月 9 日(土) 

春の交流会準備、活動計画(2) 

活動計画(3), 総会準備(1) 

総会準備(2),秋の交流会準備(1) 

秋の交流会準備(2) 

 

活動計画(1), 新年会 

 

 

 

 

  

１．都県別会員数 19.9.4現在事務局提供データ

■検索条件①
会員区分 普通会員
住所 現住所が⾸都圏（現在⾸都圏に居住中）の会員

No, 都県 普通会員 構成⽐率 正会員 構成⽐率 合計 構成⽐率 正会員率
1 茨城県 384 2.8% 194 3.4% 578 3.0% 33.6%
2 栃⽊県 244 1.8% 102 1.8% 346 1.8% 29.5%
3 群⾺県 240 1.7% 66 1.1% 306 1.6% 21.6%
4 埼⽟県 1,738 12.6% 581 10.1% 2,319 11.9% 25.1%
5 千葉県 1,277 9.3% 474 8.2% 1,751 9.0% 27.1%
6 東京都 6,081 44.2% 2,730 47.4% 8,811 45.1% 31.0%
7 神奈川県 3,464 25.2% 1,508 26.2% 4,972 25.5% 30.3%
8 ⼭梨県 204 1.5% 59 1.0% 263 1.3% 22.4%
9 新潟県 127 0.9% 43 0.7% 170 0.9% 25.3%
10 総⽀部計 13,759 100.0% 5,757 100.0% 19,516 100.0% 29.5%
11 60.9% - 66.4% - 62.4%
12 ⽬⿊会全体 22,594 - 8,670 - 31,264 27.7%

（対⽬⿊会全体）
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４．５ ボウリング大会構想(山崎さん) 

本部の業務執行理事もされている山崎さんより、ボウリング大会を首都圏総支部の協力を得て開催したいと

提案があった。 

【議事メモ】 

 首都圏総支部の役員会の日に合わせて開催してみるのも良いのではないか。 

 ボウリングなら子どもを連れて家族での参加も可能。老若男女を問わず楽しく参加でき天候にも左右さ

れず開催できる。 

 時期、懇親会は春(桜を見る会)、夏(総会)、秋(交流会)とあるので冬に実施するという案も出ましたがや

るなら早い方が良いのではないか。 

 目黒会として開催するということにした方がよい。首都圏との共催としたらよいのでは。目黒会からも

は何らかの費用を用意してもらいたい。 

 参加対象：首都圏を中心とするが対象はしぼらない。 

 日程を決めて告知する（今年度中にやった方がよい）。 

 女性はタダ、子供は半額にするなどの工夫もあってよい。 

=>結論：3/28(土)目黒会本部、首都圏総支部共催でボウリング大会を実施する。その後、大学に移動して首

都圏総支部春の交流会懇親会を行う流れとする。 

 

４．６ 北部地区分会構想(山崎さん) 

 本日 13:30 より分会役員会を開催した結果、以下の活動を行いたい。 

日程/場所：4/4(土)に高崎にて分会役員会 、6/13(土)または 7/11(土)群馬県内にて分会総会を実施する。 

 =>4/4(土)に高崎にて分会役員会、7/11(土)-12(日)に群馬県内にて分会総会に決定 

４．７ 桜を見る会企画 

【審議経過】 

母校の桜を見る会は 2010 年に始まり昨年で 10 回を迎えることができた。毎年工夫を凝らし 10 年間継続

できたということは幹事のご努力含めたいへんなことである。今回は西野様からは 10 回を迎えたというこ

とで主担当幹事は辞退し若手に譲りたいという意向(サブとしてご支援はして頂ける)、杉山様も主担当幹事

をご辞退、両幹事とも会議を欠席のため出席者全員で意見を出し合った。 

 前述の議題でボウリング大会を開催したいという提案があり、ボウリングなら子どもを連れて家族での参

加も可能ですし、老若男女を問わず楽しく参加でき天候にも左右されず開催できるのでボウリング大会を本

部と首都圏の共催で実施しようということになった。 

時期、懇親会をどうするかという議論をする中で、当初春(桜を見る会)、夏(総会)、秋(交流会)とあるので

冬かという案も出たが、やるなら早い方が良いのではということで、自然とボウリング=>桜=>懇親会とい

う流れとなった。 加えて水野支部長が中国茶に詳しいので一度中国茶の会をしてもらおうというアイディ

アが出たのでこれも取り込んで見ることとした。 会の名称もボウリングも入れるなら桜を見る会にこだわ

らず春の交流会にしてはどうかとの意見が出された。 

【審議結果】 

 ・会の名称：首都圏総支部 春の交流会 と改める。 

・場所：調布あたり、候補 大学リサージュ 1 階(水戸さんに確認をお願いする。) 

 ・日時：3/28（土）時間は未定 

 ・行程：ボーリング大会（候補:府中）→桜を見る会（調布）→懇親会 

・講話：東海支部水野支部長に来て頂き中国茶のお話(仮題、実演含む)を実施したい。(竹田より打診) 
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 ・アトラクション： 未定、次回検討する。 

 ・主担当幹事：主担当幹事を若手にしたいという西野さんの意向に沿って若手の出席幹事に呼びかけをし

たが、受諾にはいたらななかった。次回検討する。 

 

４．８ 今後の日程 (竹田) 

日時 場所 会議等 主な内容 担当幹事 

2 月 29 日(土)or3/7 

15:00-17:00 

ﾘｻｰｼﾞｭ 1F 第 6 回役員会 春の交流会準備、 

活動計画(2) 

 

3 月 28 日(土) 

   :   -   :   

府中(予定) 

/ﾘｻｰｼﾞｭ 1F 

春の交流会 ボーリング大会、懇親会  

４．９ 写真撮影 

 

５．新年会 

・役員会終了後、17:30-20 時新年会を行った。(乾杯竹田、自己紹介と今年の抱負、締め 江尻さん) 

  場所 ホテルコンチネンタル府中 本館 1 階『レストラン Filly』 

  会費 5000 円 

・出席者  敬称略、 11 名 

総支部長   竹田 智彦 

副総支部長  水戸 和幸  宮澤 信一郎 山崎 成  

幹事     小出 昌寿  江尻  貞明 渡辺 和典 来住 直人  

顧問      今井  高介 傘 義冬 

北部地区分会  増田 悦夫 

 
以上 


